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国の教育振興基本計画と野田市教育委員会基本方針との比較

●国の教育振興基本計画【第２期】（平成２５年６月閣議決定） ●平成２７年度野田市教育委員会基本方針
基本目標 施             策 区分

・基本的な方向性（教育基本法第１７条第１項に規定する方針）平成２５年から２９年度 (1)確かな学力の向上 国１・２・５
(2)安全安心な学校づくり 国７

基本的方向性 ８つの成果目標 区分 （３）特別支援教育の推進 国１・６
１　生きる力の確実な育成 国１ （４）いじめ防止対策の推進 国１
２　課題探求能力の習得（大学教育の質的改善など） 国２ 　　 （５）地域との連携の推進 国４・８
３　生涯を通じた自立・協働・創造に向けた力の習得 国３ （６）学校の施設整備の充実 国７
４　社会的・職業的自立に向けた能力・態度の育成等 国４ （７）安全安心な施設の推進 国７

２　未来への飛躍を実現する ５　社会全体の変化や新たな価値を主導・創造する人材等の （１）生涯学習の充実 国３
　　人材の養成 　　養成（高度な学習の機会提供、グローバル人材の育成など）    　比較 （２）史跡や文化財の保存と活用 国３

６　意欲ある全ての者への学習機会の確保（教育費の負担軽減、 （３）伝統文化の継承 国３
　　貧困対策など） （４）スポーツ・レクリェーション活動の機会の充実 国３
７　安全・安心な教育研究環境の確保 国７ （５）文化の発信と振興 国３

４　絆づくりと活力ある （６）図書館機能の充実 国３
　　コミュニティの形成 （７）施設・設備の充実 国３

（１）青少年の健全育成活動の推進 国８
（２）家庭教育学級の充実 国８
（３）青少年の非行防止及び環境浄化活動の推進 国８

【目標３】次世代を担
う子どもたちが健やか
に育つ青少年活動の充
実とともに地域社会全
体で育成を図る教育風
土の醸成に努める。

【目標１】学校と地域
社会が一体となり、
「確かな学力」「豊か
な心」「健やかな体」
をそなえた、たくまし
い幼児・児童・生徒を
育成する。

１　社会を生き抜く力の養成

国５ 【目標２】一人一人が
その生涯にわたって行
う学習を支援するため
に、学習機会の拡充と
ともに、社会の要請に
応じ学習した成果を活
かす環境整備を図る。

３　学びのセーフティネット
国６

８　互助・共助による活力あるコミュニティの形成 国８



第2期教育振興基本計画 第1部総論概要～我が国の危機回避に向けた4つの基本的方向性～
※教育振興基本計画：教育基本法第17条第1項に基づき政府が策定する，教育の振興に関する総合計画（第2期計画期間：平成25～29年度）

教育行政の4つの基本的方向性 ⇒改正教育基本法の理念を踏まえ教育再生を実現するため，
　生涯の各段階を貫く方向性を設定し，成果目標・指標，具体的方策を体系的に整理（次頁参照）。

1．社会牲き抜く力の養成
　　　　　　～多様で変化の激しい社会の中で個人の自立と協働を図るための主体的・能動的な力～

2．呆憂ぎ莱ぽ竃菓現する人材の養成

　　　　　　～変化や新たな価値を主導・創造し，社会の各分野を牽引していく人材～

　　　　　　　→讐灘㌶灘織諮顯羅㌶竃碁；㌫責力’
　　　　　　　　優れた能力と多様な個性を伸ばす環境の醸成

3．学びのセーフティネツトの構築

　　　　　　～誰もがアクセスできる多様な学習機会を～
　　　　　　　→教育費負担軽減など学習機会の確保や安全安心な教育研究環境の確保

4．締づくりと活力あるコミュニティの形成

～社会が人を育み．人が社会をつくる好循環～

→学習を通じて多様な人が集い協働するための体制・ネットワークの形成など社会全体の

　　教育力の強化や，人々が主体的に社会参画し相互に支え合うための環境整備

（共通理念）

◆教育における多様性の尊重
◆社会全体の「横」の連携・協働

◆ライフステージに応じた「縦」の接続

◆現場の活性化に向けた国・地方の連携・協働

（教育投資の在り方）
◆現下の様々な教育課題を踏まえ，今後の教育投資の方向性としては，以下の3点　　i

を中心に充実を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

i難蕪藻竃叢き欝構築　i
◆教育の再生は最優先の政策課題の一つであり，欧米主要国を上回る質の高い教育のi
実現が求められている。このため，OECD諸国など諸外国における公財政支出など教育i

驚難轡難漂爵識鷺㌶…屡i
（危機回避シナリオ）

○個々人の自己実現，社会の「担い手」の増加，格差の改善
　（若者・女性・高齢者・障害者などを含め，

　生涯現役，全員参加に向けて個人の能力を最大限伸長）

O社会全体の生産性向上
　（グローバル化に対応したイノベーションなど）

○一人一人の絆の確保（社会関係資本の形成）

⇒一人一人が誇りと自信を取り戻し，

我が国を取り巻く危機的状況
＜・・…・……・…・・・・・・・・・・・・・・………　相互に連関・・……・・・・・・……・………・…一

　　　　　　　　　　　　　　　‘○少子化・高齢化の進展

・生産年齢人口の減少（2060年には．我が国の

　人ロは2010年比約3割減の約9千万人まで減少。
　そのうち4割が65歳以上の高齢者。〉

・経済規模縮小，税収滅，社会保障費の拡×

．→社会全体の活力低下

Oグローパル化の進展　　1‘
・人・モノ・金・㈱等の流動化

・ 「知職基盤社会Jの本格的到来
・新興国の台頭等による国際競争の激化
・生産拠点の海外移転による産業空1同化

→我が国の国際的な存在感の低下

○雇用環境の変容
・終身雇用・年功序列等の変容
・企業内教育による人材育成機能の低下

→失業車非正規雇用の増加

一方で…
【我が国の様々な強み】

○多様な文化・芸術や優れた感性
○勤勉性・協調性，思いやりの心
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○地域社会t‘家族の変容　　　　　　‘

魂域社会等のつながりや支え合いによる
　セーフティネット機能の低下

・価値観・ライフスタイtVの多様化

→個々人の孤立化．規範意識の低下

○格差の再生産・固定化
　・経済格差の進行→教育格差→教育格差の
．再生産・固定化（同一世代内，世代間）

→一人一人の意欲減退，社会の不安定化

○地球規模の課題への対応
・環境問題，食料・エネルギー問題ゴ民族・宗教

　紛争など様々な地球規模の課題に直面して

　おり．かつてのような物質的豊かさのみの追求

　という視点から脱却し，持続可能な社会の構築

　に向けて取り組んでいくことが必要。

会の幅広い人々が実感できる成長を実現

○科学技術，「ものづくり」の基盤技術

○基礎的な知識技能の平均レベルの高さ

【震災の教一911（危機打開に向けた手がかり）】

○諦めず，状況を的確に捉え自ら考え行動する力

○イノベーションなど未来志向の復興，社会づくり

○安心して必要なカを身に付けられる環境

○人々や地域間，各国間に存在するつながり，

人と自然との共生の重要性

【第1期計画の評価】

○第1期計画で掲げた
「10年を適じて目指すぺき教育の姿」

の達成はいまだ途上。
・様々な取組を行ったが，学習意欲・学習時間，

低学力層の存在，グローバル化等への
対応，若者の内向き志向，規範意識・

社会性等の育成など依然として課題が存在。

・一方，コミュニティの協働による課題解決や

教育格差の問題など新たな視点も浮上。

→背景には，

　「個々人の多様な強みを引き出すという視点」

　「学校段階間や学校・社会生活間の接続」

　「十分なPDCAサイクル」の不足など

今後の社会の方向性

⇒「自立」「協働」「創造」の3つの理念の

実現に向けた生涯学習社会を構築

○人の絆

創造
　　自立・協働を通じて
　更なる新たな価値を創
　造していくことのできる

　　　生涯学習社会

自立
　　一人一人が多様な
　　個性・能力を伸ばし，

　充実した人生を主体的
　に切り開いていくことの

　　できる生涯学習社会

協働
個人や社会の多様性
を尊重し，それぞれの

強みを生かして，ともに

支え合い，高め合い，

社会に参画することの

できる生涯学習社会



★成

＿◆其霧期教育振r計画第2音B⊇要一4鴎諮8のr蹴30の驚ンー

　★国際的な学力調査でトップレベルに

　★いじめ，不登校，高校中退者の状況改善など
　◆新学習指導要領を踏まえた言語活動等の充実
　◆ICTの活用などによる協働型・双方向型学習の推進

　◆各地域の実情を踏まえた土曜日の活用促進
　◆高校段階での到達度テスト導入など高校教育の改善・充実

　　◆道徳教育の推進（「心のノート」の充実・配布，道徳の教科化の検討）

　　◆いじめ，暴力行為等の問題への取組の徹底

　　◆教員の資質能力向上（養成・採用・研修の一体的な改革）

　　◆全国学力・学習状況調査（全数調査の継続実施）

　　◆子どもの成長に応じた柔軟な教育システム等の構築に向けた，

　　学制の在り方を含めた検討　など

傍 ti！tti～

　　⇒　どんな環境でもr答えのない問題』に
　　　　最善解を導くことができるカを養う。

★学生の学修時間の増加（欧米並みの水準）など
◆学生の主体的な学び確立による大学教育の質的転換
　（アクティブラーニング，教員サポート等）

◆大学情報の積極的発信
◆点からプロセスによる質保証を重視した高大接続
（高校段階での到違度テストの結果の活用を含め，志願者の意欲・

　能力・適性等の多面的・総合的な評価に基づく入試への転換）　など

由 ・　浩二　f　一

QlllaniEESSmp－
　⇒　社i会を生き抜くためのカを生涯を
　　　通じて身に付けられるようにする。

◆現代的・社会的な課題に対応した学習等の推進

◆学校内外における様々な体験活動・読書活動の推進

◆学習の質の保証と学習成果の評価活用を推進
（評価・情報公開の仕組みの構築・普及，

　教育支援人材の認証制度の推進など）　など

★進路への意識向上や雇用状況（就職率，早期離職率等）の改善に向けた取組の増加（インターンシップ等の実施状況の改善大学等への社会人入学者倍増）など

縫欝麟㌶瓢蕊用活動嬬蕾竃欝等に纏禦鷲潔㌶言禦灘念蹴・希望す・女性など・の学び直嘩会の充実など

　　】t　　’　A苛　　一　≡　・　、　　　　v　1

★大学の国際的な評価の向上　　　★英語力の目標を達成した中高生や英語教員の割合増加

罐㌶欝鷺譲㌶鵠学灘瓢蹴や双方向の留学生交緬、能。。ある全ての…留学機会・緬・・国馴の推進大学等の国際化のための取組の支援

◆大学院教育の抜本的改革の支援　　など

　　　　◆各学校段階を通じた切れ目のない教育費負担軽減
　　　　　（幼児教育の負担軽減・無償化の検討，義務教育段階の就学援助の実施，低所得世帯等の

　　　　　高校生等への修学支援の充実，低所得世帯等の大学生、専門学校生への支援の充実）

　　　　◆挫折や困難を抱えた子ども・若者の学び直しの機会を充実　など

llt［IEz［lglpttuptg；z．ij1tQfi｛gs
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★学校施設の耐震化率の向上
（公立学校について平成27年度までのできるだけ早期の耐震化の完了など）

★学校管理下における事件・事故災害で負傷する児童生徒等の減少など
◆学校の耐震化，非構造部材の耐震対策を含む防災機能強化，老朽化対策の推進
◆主体的に行動する態度を育成する防災教育等の学校安全に関する教育，

　地域社会・家庭・関係機関と連携した学校安全の推進　など

★全学校区に学校と地域の連携・協働体制を構築　★コミュニティ・スクールを全公立小中学校の1割に拡大　★全学校等で評価，情報提供など

◆コミュニティ・スクール，学校支援地域本部等の普及 ◆大学等のセンターオブコミュニティ構想（COC構想）の推進　◆家庭教育支援体制の強化　など

◆教育委員会の抜本的改革　　◆きめ細かで質の高い教育のための教職員等の指導体制の整備　◆大学におけるガバナンスの機能強化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など◆大学の財政基盤の確立と施設整備　　◆私立学校の振興　　◆社会教育推進体制の強化



第2期教育振興基本計画における成果目標や基本施第の体系イメージ
生涯学習（社会教育・家庭教育等）
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　　］　　　　’　　三　　jL　：　　　　　・　　’　　　　三　　　　　　　　　．．

（1）社会を生き抜く力の養成

’”…………” 草校籔青”…’……’』”』’”…”……’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”……’’”……’’’’’’’’’’”……’’’’’’”二

　　　　　　　　高」’‘’学校一一　　　　　　　　　　　　　　　　大学e

教育内容・方法，

教職員（質）

叢　　檀い　　費　力の罐　な誉　　　　　繊果　梧2：課題擬求能力σ）修幕　　　’三　三：
’∴÷ニー二・二＼…ジこ、

施策1】教育内容・方法の充実 i折’．1＝‘1～1指導ば」旧、【CTの活川、高咬教市の改■売又．街興教下等

【施策2】豊かな心の育成
道徳、生徒指導、いじめ・暴力行為、体罰宮への月碗且徹底、伝統・文化教育しξ化芸術体険等）、体験活動ぴ

【施策3】健やかな体の育成　学校保健、’徽給食、食育、スボーッ等

【施策8】大学教育の質的転換
　教学マネジメントの改lllき（シラパスの充実、教員の牧r＞力1「11上など）、

学修支援環境の整伯（TA守の充実、　ICTを活川した双方向型授菜、
図1咋館の機「’虐強化）、大学院教脊の改田・充実算

【施策11】
現代的’・社会的課題に対応した学習等
　男女共同参画学習、人怖、環境、消費者、防災に
　凹する学習、自、”1した高齢期を送るための学習、持続可能な開発のための教IT（ESD）、体験活動・読書活助算

　　’

【施策4】教員の資質能力向上 養成・採用・研修の一体的改ポ、滴切な人市搾理等

【施策5】幼児教育の充実
幼児教育の質の向ヒ、
幼児敦脊・保育の総合的提供等

【施策6】特別な＝一ズに対応した教育　合理的配慮の基礎となる環境幣備、海外r”；f：．y　1：ども・帰剛牡IR生徒・外国人の一r一ともへの教・脊環境のPtOlii　’Si

質保証 【施策7】検証改善サイクルの確立 全国学力・学習状況ぷlll査、高校段聴の学習の到連度を把‖1｛†る仕組み等 施策9】教育の賃保証 大学惜報の発信、大’．1と評価改澄憶 【施策12】

【施茉10】柔軟な教育システムの構築 学校段階間の連携・接続、学制の在り方の検村、点からプロセスに上る質保証（入試改巾郡）竿
学習の質の保証、学習成果の評価・活用

キャリア・職業教育，

就職支援
成果目摸4：燈会髄・諾業豹自土に癌けた繋力・ee撞の實闘雲

【施策13ユキャリア教育・職業教育、社会への接続支援、中核的専門人材・高度職業人の育成　1本系〔1｛〕・系統ll《1なキ孔1ア教育の充廷、学校横断的た職怠教「、・の而1．dix、社会人が学びゃ＋い「11…‘Teシステムのh‘‘T　”．’　－cil、学生．、の，↓臓支胤馴強1ピ写

（2）未来への飛躍を実現する人材の養成

新たな価値を創造する
人材

一
5：　”as’ たな　描尤 ・9造　る　ホ．　⑳

施策14】多撮で高度な学習機会等の確保　高り‘磯能強化、SSI．［、科学の甲子閲笛
【施策15】卓越した教育研究拠点の形成　大学院の機能強∫ヒ宮

グローバル人材 【施策16】外国語教育、双方向の留学生交流・国際交流、大学等の国際化　外国語樹下の抜本的強化、留学支風秋入学に係ろ環Xrt，VfJmを含むノく学弔の国防化iこ向けた支榎郡

（3）学びのセーフティネットの構築

教育費負担軽減
糟6：’： ての馨へ　蟻 △ 1

【施策17】教育費負担の軽減　幼児教rr無償1ヒへの取組、没務教育段階の就学磁助のづ醜、　Uk所得世帯等の高校生への修こ被援の充実、奨学金の充実．授莱料減免雪

学習支援・再チャレンジ 【施策18】学習や社会生活に困難を有する者への教育支援　へき地や過疎地城笥の学習環境働田、’yxとハローワーク弛城若者サボートステーションとの迎携笥

安全・安心
威果自標7：窒i畿・馨ξ心な教育研究貰境の確保

【te策　19ユ教育研究環境の整備や安全に閲する教育など児童生徒等の安全の確保　学E端股の而櫨化、非構埴．Z材の耐震対策を含む防災機II⊆・1靴、老再1ヒ対策、安全教rアのttk．ULg、地．幡上会・京送・「』孫抜閲と1週ルた学佼安全の惟追乍

（4）絆づくりと活力あるコミュニティの形成

学習を通じたコミュニティ

形成・コミュニティによる

学習支援
【施策20】活力あるコミュニティ形成に向けた学習環境・協働体制整備

薦8： 9：k あ

1

家庭教育支援

　　　u　　　’　三　，、

【施策22】豊かなっながりの中での家庭教育支援　＝ミュニティの剛」による家庭敦育又援．、題を抱える家宴へのjctA、セ活習慣つくDの椎進苫

” τ’＝

ガバナンス 1

基盤整備

：

【施策23】現場重視の学校運営・地方教育行政の改革
【施策26】×学におけるガパナンスの機能強化

【施策27】大学の機能強化（機能別分化）の推進

　　　＼㌃⇒茎戸1～　の☆　こ三㌘

【施策24】きめ細かで質の高い教育に対応するための教職員等の指導体制の整備
学改規模及び教！籏口配『llの適：Elヒ等

【施策25】良好で賃の高い学ぴを実現する教育環境の整備　二＝スクーレ、［CT教≠澱境、’故図苫虹等

【施策29】私立学校の振興　公財政支後の充芙苫

’ ：　　亡］：：▼ジ1’

1

1



第2期教育振興基本計画第1部総論概要〜我が国の危機回避に向けた4つの基本的方向性〜※教育振興基本計画：教育基本法第17条第1項に基づき政府が策定する，教育の振興に関する総合計画（第2期計画期間：平成25〜29年度）教育行政の4つの基本的方向性⇒改正教育基本法の理念を踏まえ教育再生を実現するため，　生涯の各段階を貫く方向性を設定し，成果目標・指標，具体的方策を体系的に整理（次頁参照）。1．社会牲き抜く力の養成　　　　　　〜多様で変化の激しい社会の中で個人の自立と協働を図るための主体的・能動的な力〜2．呆憂ぎ莱ぽ竃菓現する人材の養成　　　　　　〜変化や新たな価値を主導・創造し，社会の各分野を牽引していく人材〜　　　　　　　→讐灘�f灘織諮顯羅�f竃碁；�l責力’　　　　　　　　優れた能力と多様な個性を伸ばす環境の醸成3．学びのセーフティネツトの構築　　　　　　〜誰もがアクセスできる多様な学習機会を〜　　　　　　　→教育費負担軽減など学習機会の確保や安全安心な教育研究環境の確保4．締づくりと活力あるコミュニティの形成〜社会が人を育み．人が社会をつくる好循環〜→学習を通じて多様な人が集い協働するための体制・ネットワークの形成など社会全体の　　教育力の強化や，人々が主体的に社会参画し相互に支え合うための環境整備（共通理念）◆教育における多様性の尊重◆社会全体の「横」の連携・協働◆ライフステージに応じた「縦」の接続◆現場の活性化に向けた国・地方の連携・協働（教育投資の在り方）◆現下の様々な教育課題を踏まえ，今後の教育投資の方向性としては，以下の3点　　iを中心に充実を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii難蕪藻竃叢き欝構築　i◆教育の再生は最優先の政策課題の一つであり，欧米主要国を上回る質の高い教育のi実現が求められている。このため，OECD諸国など諸外国における公財政支出など教育i驚難轡難漂爵識鷺�f…屡i（危機回避シナリオ）○個々人の自己実現，社会の「担い手」の増加，格差の改善　（若者・女性・高齢者・障害者などを含め，　生涯現役，全員参加に向けて個人の能力を最大限伸長）O社会全体の生産性向上　（グローバル化に対応したイノベーションなど）○一人一人の絆の確保（社会関係資本の形成）⇒一人一人が誇りと自信を取り戻し，我が国を取り巻く危機的状況＜・・…・……・…・・・・・・・・・・・・・・………　相互に連関・・……・・・・・・……・………・…一　　　　　　　　　　　　　　　‘○少子化・高齢化の進展・生産年齢人口の減少（2060年には．我が国の　人ロは2010年比約3割減の約9千万人まで減少。　そのうち4割が65歳以上の高齢者。〉・経済規模縮小，税収滅，社会保障費の拡×．→社会全体の活力低下Oグローパル化の進展　　1‘・人・モノ・金・�鞄凾ﾌ流動化・「知職基盤社会Jの本格的到来・新興国の台頭等による国際競争の激化・生産拠点の海外移転による産業空1同化→我が国の国際的な存在感の低下○雇用環境の変容・終身雇用・年功序列等の変容・企業内教育による人材育成機能の低下→失業車非正規雇用の増加一方で…【我が国の様々な強み】○多様な文化・芸術や優れた感性○勤勉性・協調性，思いやりの心東日本大震災により層の顕在化加速化○地域社会t‘家族の変容　　　　　　‘魂域社会等のつながりや支え合いによる　セーフティネット機能の低下・価値観・ライフスタイtVの多様化→個々人の孤立化．規範意識の低下○格差の再生産・固定化　・経済格差の進行→教育格差→教育格差の．再生産・固定化（同一世代内，世代間）→一人一人の意欲減退，社会の不安定化○地球規模の課題への対応・環境問題，食料・エネルギー問題ゴ民族・宗教　紛争など様々な地球規模の課題に直面して　おり．かつてのような物質的豊かさのみの追求　という視点から脱却し，持続可能な社会の構築　に向けて取り組んでいくことが必要。会の幅広い人々が実感できる成長を実現○科学技術，「ものづくり」の基盤技術○基礎的な知識技能の平均レベルの高さ【震災の教一911（危機打開に向けた手がかり）】○諦めず，状況を的確に捉え自ら考え行動する力○イノベーションなど未来志向の復興，社会づくり○安心して必要なカを身に付けられる環境○人々や地域間，各国間に存在するつながり，人と自然との共生の重要性【第1期計画の評価】○第1期計画で掲げた「10年を適じて目指すぺき教育の姿」の達成はいまだ途上。・様々な取組を行ったが，学習意欲・学習時間，低学力層の存在，グローバル化等への対応，若者の内向き志向，規範意識・社会性等の育成など依然として課題が存在。・一方，コミュニティの協働による課題解決や教育格差の問題など新たな視点も浮上。→背景には，　「個々人の多様な強みを引き出すという視点」　「学校段階間や学校・社会生活間の接続」　「十分なPDCAサイクル」の不足など今後の社会の方向性⇒「自立」「協働」「創造」の3つの理念の実現に向けた生涯学習社会を構築○人の絆創造　　自立・協働を通じて　更なる新たな価値を創　造していくことのできる　　　生涯学習社会自立　　一人一人が多様な　　個性・能力を伸ばし，　充実した人生を主体的　に切り開いていくことの　　できる生涯学習社会協働個人や社会の多様性を尊重し，それぞれの強みを生かして，ともに支え合い，高め合い，社会に参画することのできる生涯学習社会★成＿◆其霧期教育振r計画第2音B⊇要一4鴎諮8のr蹴30の驚ンー　★国際的な学力調査でトップレベルに　★いじめ，不登校，高校中退者の状況改善など　◆新学習指導要領を踏まえた言語活動等の充実　◆ICTの活用などによる協働型・双方向型学習の推進　◆各地域の実情を踏まえた土曜日の活用促進　◆高校段階での到達度テスト導入など高校教育の改善・充実　　◆道徳教育の推進（「心のノート」の充実・配布，道徳の教科化の検討）　　◆いじめ，暴力行為等の問題への取組の徹底　　◆教員の資質能力向上（養成・採用・研修の一体的な改革）　　◆全国学力・学習状況調査（全数調査の継続実施）　　◆子どもの成長に応じた柔軟な教育システム等の構築に向けた，　　学制の在り方を含めた検討　など傍ti！tti〜　　⇒　どんな環境でもr答えのない問題』に　　　　最善解を導くことができるカを養う。★学生の学修時間の増加（欧米並みの水準）など◆学生の主体的な学び確立による大学教育の質的転換　（アクティブラーニング，教員サポート等）◆大学情報の積極的発信◆点からプロセスによる質保証を重視した高大接続（高校段階での到違度テストの結果の活用を含め，志願者の意欲・　能力・適性等の多面的・総合的な評価に基づく入試への転換）　など由・　浩二　f　一QlllaniEESSmp−　⇒　社i会を生き抜くためのカを生涯を　　　通じて身に付けられるようにする。◆現代的・社会的な課題に対応した学習等の推進◆学校内外における様々な体験活動・読書活動の推進◆学習の質の保証と学習成果の評価活用を推進（評価・情報公開の仕組みの構築・普及，　教育支援人材の認証制度の推進など）　など★進路への意識向上や雇用状況（就職率，早期離職率等）の改善に向けた取組の増加（インターンシップ等の実施状況の改善大学等への社会人入学者倍増）など縫欝麟�f瓢蕊用活動嬬蕾竃欝等に纏禦鷲潔�f言禦灘念蹴・希望す・女性など・の学び直嘩会の充実など　　】t　　’　A苛　　一　≡　・　、　　　　v　1★大学の国際的な評価の向上　　　★英語力の目標を達成した中高生や英語教員の割合増加罐�f欝鷺譲�f鵠学灘瓢蹴や双方向の留学生交緬、能。。ある全ての…留学機会・緬・・国馴の推進大学等の国際化のための取組の支援◆大学院教育の抜本的改革の支援　　など　　　　◆各学校段階を通じた切れ目のない教育費負担軽減　　　　　（幼児教育の負担軽減・無償化の検討，義務教育段階の就学援助の実施，低所得世帯等の　　　　　高校生等への修学支援の充実，低所得世帯等の大学生、専門学校生への支援の充実）　　　　◆挫折や困難を抱えた子ども・若者の学び直しの機会を充実　などllt［IEz［lglpttuptg；z．ij1tQfi｛gsZXilpa￥ltalffS：Z；IS；：QiES★学校施設の耐震化率の向上（公立学校について平成27年度までのできるだけ早期の耐震化の完了など）★学校管理下における事件・事故災害で負傷する児童生徒等の減少など◆学校の耐震化，非構造部材の耐震対策を含む防災機能強化，老朽化対策の推進◆主体的に行動する態度を育成する防災教育等の学校安全に関する教育，　地域社会・家庭・関係機関と連携した学校安全の推進　など★全学校区に学校と地域の連携・協働体制を構築　★コミュニティ・スクールを全公立小中学校の1割に拡大　★全学校等で評価，情報提供など◆コミュニティ・スクール，学校支援地域本部等の普及◆大学等のセンターオブコミュニティ構想（COC構想）の推進　◆家庭教育支援体制の強化　など◆教育委員会の抜本的改革　　◆きめ細かで質の高い教育のための教職員等の指導体制の整備　◆大学におけるガバナンスの機能強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など◆大学の財政基盤の確立と施設整備　　◆私立学校の振興　　◆社会教育推進体制の強化第2期教育振興基本計画における成果目標や基本施第の体系イメージ生涯学習（社会教育・家庭教育等）　　　　　　　　　　　　　．　．　．　．　■　・　・　…　　　　．　■　・　■　●　■　■　■　●　■　■　■　■　■　■　一　’　■　r　●　●　●　■　■　●　■　■　■　■　■　…　　　　．　・　．　■　■　■　■　．　．　一　．　’　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　．　…　　　　．　．　・　．　．　・　．　．　．　．　■　．　．　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　就学前　　　　　　　　　　　　　務教育　　］　　　　’　　三　　jL　：　　　　　・　　’　　　　三　　　　　　　　　．．（1）社会を生き抜く力の養成’”…………”草校籔青”…’……’』”』’”…”……’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’”……’’”……’’’’’’’’’’”……’’’’’’”二　　　　　　　　高」’‘’学校一一　　　　　　　　　　　　　　　　大学e教育内容・方法，教職員（質）叢　　檀い　　費　力の罐　な誉　　　　　繊果　梧2：課題擬求能力σ）修幕　　　’三　三：’∴÷ニー二・二＼…ジこ、施策1】教育内容・方法の充実i折’．1＝‘1〜1指導ば」旧、【CTの活川、高咬教市の改■売又．街興教下等【施策2】豊かな心の育成道徳、生徒指導、いじめ・暴力行為、体罰宮への月碗且徹底、伝統・文化教育しξ化芸術体険等）、体験活動ぴ【施策3】健やかな体の育成　学校保健、’徽給食、食育、スボーッ等【施策8】大学教育の質的転換　教学マネジメントの改lllき（シラパスの充実、教員の牧r＞力1「11上など）、学修支援環境の整伯（TA守の充実、　ICTを活川した双方向型授菜、図1咋館の機「’虐強化）、大学院教脊の改田・充実算【施策11】現代的’・社会的課題に対応した学習等　男女共同参画学習、人怖、環境、消費者、防災に　凹する学習、自、”1した高齢期を送るための学習、持続可能な開発のための教IT（ESD）、体験活動・読書活助算　　’【施策4】教員の資質能力向上養成・採用・研修の一体的改ポ、滴切な人市搾理等【施策5】幼児教育の充実幼児教育の質の向ヒ、幼児敦脊・保育の総合的提供等【施策6】特別な＝一ズに対応した教育　合理的配慮の基礎となる環境幣備、海外r”；f：．y　1：ども・帰剛牡IR生徒・外国人の一r一ともへの教・脊環境のPtOlii　’Si質保証【施策7】検証改善サイクルの確立全国学力・学習状況ぷlll査、高校段聴の学習の到連度を把‖1｛†る仕組み等施策9】教育の賃保証大学惜報の発信、大’．1と評価改澄憶【施策12】【施茉10】柔軟な教育システムの構築学校段階間の連携・接続、学制の在り方の検村、点からプロセスに上る質保証（入試改巾郡）竿学習の質の保証、学習成果の評価・活用キャリア・職業教育，就職支援成果目摸4：燈会髄・諾業豹自土に癌けた繋力・ee撞の實闘雲【施策13ユキャリア教育・職業教育、社会への接続支援、中核的専門人材・高度職業人の育成　1本系〔1｛〕・系統ll《1なキ孔1ア教育の充廷、学校横断的た職怠教「、・の而1．dix、社会人が学びゃ＋い「11…‘Teシステムのh‘‘T　”．’　−cil、学生．、の，↓臓支胤馴強1ピ写（2）未来への飛躍を実現する人材の養成新たな価値を創造する人材一5：　”as’たな　描尤・9造　る　ホ．　�S施策14】多撮で高度な学習機会等の確保　高り‘磯能強化、SSI．［、科学の甲子閲笛【施策15】卓越した教育研究拠点の形成　大学院の機能強∫ヒ宮グローバル人材【施策16】外国語教育、双方向の留学生交流・国際交流、大学等の国際化　外国語樹下の抜本的強化、留学支風秋入学に係ろ環Xrt，VfJmを含むノく学弔の国防化iこ向けた支榎郡（3）学びのセーフティネットの構築教育費負担軽減糟6：’：ての馨へ　蟻△1【施策17】教育費負担の軽減　幼児教rr無償1ヒへの取組、没務教育段階の就学磁助のづ醜、　Uk所得世帯等の高校生への修こ被援の充実、奨学金の充実．授莱料減免雪学習支援・再チャレンジ【施策18】学習や社会生活に困難を有する者への教育支援　へき地や過疎地城笥の学習環境働田、’yxとハローワーク弛城若者サボートステーションとの迎携笥安全・安心威果自標7：窒i畿・馨ξ心な教育研究貰境の確保【te策　19ユ教育研究環境の整備や安全に閲する教育など児童生徒等の安全の確保　学E端股の而櫨化、非構埴．Z材の耐震対策を含む防災機II⊆・1靴、老再1ヒ対策、安全教rアのttk．ULg、地．幡上会・京送・「』孫抜閲と1週ルた学佼安全の惟追乍（4）絆づくりと活力あるコミュニティの形成学習を通じたコミュニティ形成・コミュニティによる学習支援【施策20】活力あるコミュニティ形成に向けた学習環境・協働体制整備薦8：9：kあ1家庭教育支援　　　u　　　’　三　，、【施策22】豊かなっながりの中での家庭教育支援　＝ミュニティの剛」による家庭敦育又援．、題を抱える家宴へのjctA、セ活習慣つくDの椎進苫”τ’＝ガバナンス1基盤整備：【施策23】現場重視の学校運営・地方教育行政の改革【施策26】×学におけるガパナンスの機能強化【施策27】大学の機能強化（機能別分化）の推進　　　＼�e⇒茎戸1〜　の☆　こ三�c【施策24】きめ細かで質の高い教育に対応するための教職員等の指導体制の整備学改規模及び教！籏口配『llの適：Elヒ等【施策25】良好で賃の高い学ぴを実現する教育環境の整備　二＝スクーレ、［CT教≠澱境、’故図苫虹等【施策29】私立学校の振興　公財政支後の充芙苫’：　　亡］：：▼ジ1’11

